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COI STREAM
⾰新的イノベーション創出プログラム

少⼦⾼齢化先進国
理想の社会へ

産学官
連携

社会
実装

産

10年後の社会ビジョン

少⼦⾼齢化先進国
としての持続性確保

バックキャスト

次々とイノベーションを創出

連携

官

学

10年後の⽇本が⽬指すべき社会の姿を⾒据え、企業だけでは実現できない
⾰新的なイノベーションを産学連携で実現していくこと

COI パンフレットより改変
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東京⼤学 ⾰新的イノベーション創出プログラム
（COI STREAM）採択・実施状況

【中核拠点】

● 若者と共存共栄する持続可能な健康⻑寿社会を⽬指す
〜Sustainable Life Care, Ageless Society COI拠点〜

● コヒーレントフォトン技術によるイノベーション拠点

● スマートエコアイランド研究拠点

【サテライト拠点】

● ヘルスビッグデータを⽤いた健康⻑寿イノベーション

● エネルギー・ICT関連技術と経済制度の⾰新の統合による安⼼
安全で豊かな⻑寿・低炭素社会創成のためのサテライト拠点

変⾰や批判を恐れないフロンティア精神の伝統を継承
社会と調和した医療と健康のイノベーションに挑む

1981年（昭和56年） 世界医師会「ヘルシンキ宣⾔」の改訂に伴い、
いち早く倫理審査委員会を設置
1991年（平成3年） 「国際ヒトゲノム解析計画」に協⼒する拠点とし
て、ヒトゲノム解析センターを設置

健康長寿社会に積極的役割を果たすことは、
東京大学医科学研究所の使命

北⾥柴三郎博⼠は、抗⾎清療法の開発とワクチン普及による
感染症予防により、「病気にならない」医療⾰命に寄与
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ヘルスビッグデータに基づく予知と予防による
健康⻑寿社会の実現に向けた共同研究

共同研究の社会実装
ELSI と科学的根拠に基づく、

消費者直販型(DTC)遺伝⼦検査事業
• 業界でも模範となる情報提供モデルの構築
• ⼀般市⺠も、研究の主役として参画
• 倫理的法的社会的課題（ELSI, Ethical, Legal 

and Social Issues）には⼗分に配慮

⽇本⼈ヘルスビッグデータ
構築と利活⽤、それに伴うELSI

疾患予防、ゲノム医療、様々な治療法開発の
研究基盤として、広く利活⽤されることを⽬指す

(疾患のなりやすさ、ワクチンの効きやすさ等)

共
同
研
究

社会（⼀般消費者）

ヘルスビッグデータと
ELSI に関する

研究成果共同研究

官

学 産

⼀般消費者からの
フィードバック

ELSIと科学的根拠 に基づく、
消費者直販型(DTC)遺伝⼦検査事業

共同研究
(産学
官）

社会実装
（産）

COI-Tにおける共同研究と研究成果の社会実装
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ACCEモデル普及を⽬指す取り組み
―従来の遺伝⼦検査ビジネス批判への対応―

1. たゆまぬ科学的根拠の更新→⽇本⼈データに基づく根拠創出⽀援
2. 国内外の法令・指針・⾒解等を遵守→最適な実施体制構築⽀援
3. 遺伝⼦検査リテラシー向上→教育コンテンツ開発・普及⽀援

⽇本に適合したACCE*認証システム構築
個⼈遺伝情報保護を担保する法整備

*ＡＣＣＥモデル：2003年に⽶国CDCが提唱した、医療機関における遺伝⼦検査の評価指標
Ａ＝分析的妥当性、Ｃ＝臨床的妥当性、Ｃ＝臨床的有⽤性、Ｅ＝倫理的法的社会的課題

日本全体で遺伝子検査実施体制の向上へ

有識者からの評価、社会との対話を重視した
社会実装を⽬指す

研究機関、産業界、社会の相互理解と学びあい

透明性確保
遺伝リテラシー向上

サイエンスボードによる疾患予測監修
外部評価委員会による事業の⽅向性評価

メディアの皆様向けの情報提供
市⺠の皆様向け講演会・サイエンスカフェ

DTC検査版
「ACCEモデル」

確⽴
ELSIと科学的根拠
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ゲノムヘルスビッグデータ活⽤によって、
少⼦⾼齢化に負けない健康⻑寿社会の実現へ

病気を防ぎ
最後まで元気に

働ける
健康⻑寿社会を

実現
充実した充実した
⽣活、労
働⼒増

加

医療・
介護費
減少

10年後の⽇本
少⼦⾼齢化先進国ヘルスビッグデータを⽤いた健康⻑寿イノベーション

市⺠の皆様

DTC モデル」DTC検査版「ACCEモデル」
の社会実装へ

予知・
予防

ゲノム
医療

ゲ
ノ
ム
ヘ
ル
ス
ビ
ッ
グ
デ—

タ
の
社
会
実
装
へ

社会と歩む循環型共同研究

ELSIと科学的根拠


